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1 Glassner, Barry, Bodies, 1988 ;『ボディーズ』、小松直行[訳]、マガジンハウス、1992。 
2 収穫の無際限な逓増を信じる楽観的な態度はまず啓蒙哲学において進歩主義として現れ、ヘーゲルの
歴史哲学――自由の観念の発展にほかならない――においてその頂点に達した。限界革命における消費

























& David, Failing at fairness – how our schools cheat girls, 1994 ;『｢女の子｣は学校でつくられる』、川合あさ
子[訳]、時事通信社、2004を参照のこと。 
8 例えば、Schiebinger, Londa, The Mind has no sex ? Women in the origins of Modern Science, Cambridge, 
Harvard University Press, 1989 ; 『科学史から消された女性たち――アカデミー下の知と創造性』、小川眞
理子+藤岡伸子+家田貴子[訳]、工作舎、1992、及び、荻野美穂『ジェンダー化される身体』、勁草書房、
2002、第５章｢フェミニズムと生物学｣を参照のこと。 
9 Badinter, Elisabeth, XY – De l’identité masculine, Odile Jacob, 1992 ;『XY 男とは何か』、上村くにこ･饗庭千
代子[訳]、筑摩書房、1997。 





時間、およそ 200年を経て漸く完成しつつある。父権制の終焉に至る長い道程については、E. Badinter, 

















17 例えば、Foucault, Michel, « Le vrai sexe », Arcadie, 27e année, no 323, 1980、あるいは、Serre, Michel, 
Hermaphrodite – Sarradine et sculpteur, Flammarion, 1987、…。 
18 ディドロは女性論的観点を提出した最初の哲学者の一人でもある(Sur les femmes, 1772)。 
19 Suratteau, Aurélie, « Les hermaphrodites de Diderot » in Diderot et la question de la forme, Paris, Puf, 1999。 
20 性差について論ずる多くの社会理論において繰り返し指摘され、そして採用されているメルクマール
であり、われわれはしかも、この同じメルクマールが欧米人のみならず、日本人についても当てはまる
ものと判断する。例えば、Tannen, Deborah, You just don’t understand – woman and man in conversation, New 
York, Ballantine Book, 1990、並びにGray, John, Men are from Mars, women are from Venus – the definitive guide 
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